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小 麦 の 極 早 生 中 間 母 本 の 育 成

　第 2 報　茎 立 ち の 早 晩 の 品 種 間差 異 と狭義 の 早 晩性

お よび 日長反 応 の 関 係

田 谷省 三 ・荒木均 ・野中 舜 二

　　　 （九 州農業試験場 ）

よ っ て 示 した 。

緒 誉

　小麦の 茎立 ち の 早晩は 暖地 に お い て も暖冬年で は 春先

の 幼穂凍死型 不稔 と密接 な 関係に あ り、茎 立 ちの 遅 い 早
　　　　　　　　　　　　　　1）
生 小 麦 の 必 要 性 が 指適 さ れ て い る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2）
　一

般的 に 茎 立 ち の 早晩は 出穂 の 早晩 と正の 相関が ある

た め 、 茎立 ち の 遅 い 早生 品種の 育成は 安易 で は な い 。し

か しなが ら、出穂期 が 同 じ品種間 で も茎立 ちの 早 晩 に は

か な りの 差 が認 め られ、茎立ちの 遅 い 早生小爰品種育成

の 可能性 が あ る とい え る。

　と ころ で h 茎立 ち の 早 晩の 品種間差は 出穂期 の 差 ほ ど

安定 して お らず、品種に よ っ て 年次間差が 大 きい た め早

晩の 順 位 が 品種間で 逆転 す る こ と も珍 し くな い 。

　本報 は既存の 早生小麦品種 ・系統 を中心 に、茎立 ちの

早晩 を検定 す る と と もに 、この よ うな年次 問 の 不安定 性

を解明 し 、 茎立 ちの 遅 い 極早生 中 間母本育成 の 参考資料

を得 よ う と した Q

材 料お よ び 方 法

1．材料

　第 1表 に 示す 通 りで x 茎 立 ちの 調査 は 1976年は雁．1〜

10、 13〜18 に っ い て 、1977年 はすべ て の 材料に っ い

て 実施 し 、 狭義の 早晩性 お よ び感 光性 は％ 3〜18、20 〜

22 、 24　．30 〜32 の 計 23 品種に つ い て 調 査 した。な お

秋播 性 程 度 は大 部分が 1〜璽で あ る。

2．方法

　1） 茎立 ちの 早晩 ： 1976年 3月 1 日お よ び
’
77 年 3 月

　 23日 に 各品種5 株 を抜きと っ て 分解 し 、 主稈 の 長 さ を

　測定 、 そ の 長短 を もっ て 便宜 上茎．立ちの 早 晩 と した 。

　 2）狭義 の 早晩性 お よ び感光性 ；催芽種子 を ユ℃ で 29

　 日間低 温 処理 し秋播性 を 消去、温室 （18〜25℃ ）に 播

　種 （1976 年 11月26 日 ）し、24時 間 照 明 区 と 自然 日 長

　区 （可照 日照時間 で 約10時間 の 短 日条件 ）を設 けた 。

　狭義 の 早晩性 は24時間照 明 区 の 播種か ら出穂迄 日数 に

　よ り、 感光性は 自然 日長区 と24時間照明区 の 播種か ら

　出穂迄 目数の 差、す な わ ち長 日に よ る 出穂促進 日数 に

　昭和 52年 5 月 9 日　第 54回 講演会で 発表
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西海 138 号　〃 　16　22 　関菓 85 「E一

西 海 139 号 〃 1823 関東 86 号

酉 海 140 号 　〃 　19　24 　関東87 号

西 海 141 号 　〃 　17 ．25 　関 東88 号

西 海 143 号 〃 1626 関東 89 号

西海 144 号　〃 　15　27　関東 90 号

西 海 145 号 〃 1228 関東 91 号

西海 146 号 〃 1529 関東 92 号

西海 147 号 〃 1730 極早生一2

ヒ ヨクコ h ギ 〃 1631 中国 121号
サ kM コ ムギ　〃 1532 　巾国 122号
シ 嚇 〜コムギ 〃 1633 　申国 123号
ゴ ガツ コ ム ギ 〃 1534 　中国 124号
セ トコ ム ギ 〃 1835 　はづ まこむぎ

農 林 6］号 〃 21 　 　 計 　 35

〃 　 2 

〃 　 20
〃 　 16
〃 　 19

〃 　 19
〃 　 14
〃 　 23
〃 　 19
〃 　 13
〃 　 裏6
〃 　 17
〃 　 13
〃 　 17
〃 　 里6

結 果 お よ び 考 察

　第 1 図｝こ言十35占古種の 出羲恵期（1977 年）と稈長 （
’
77年 3

月 23 日現在 ）の 関係 を示 した。一一
般的に 稈 長 が長 い （茎

立 ちが 早 い ）ほ ど出穂 が 早 く、短 い （茎 立 ちが遅 い ）ほ

ど出穂が 遅 い 傾 向 に あ る が 、 出穂期が 同 じ品種間で も茎

立 らの 甲晩 に は か な りの 差 が 認め られ る。特 に本 試 験 に

用 い た 材料の 出穂期、秋播附 畢度 が 近 い こ と を考 え る と

顕著な 差 と い え る。

　第 2 図 1976葎 と 77年 の 茎 立 ちの 早晩の 年 次闘 相 関 を

み た もの で あ る 。 相関係数 は ＋ 0．6070 と 1 ％水準 で有意

で あ るが、品種 に よ っ て は 著 し い 年次間差が み られ る。

この 理由は主 と して こ の 両年 の 冬季の 気象条 件、特 に 気

温 の 差 に よ る と考 え られ る 。 即 ち 、

’
76年は 1月まで 低温

に 経 遇 して い る が、 2 月 が 異 常高温 で 、
’77年は

’

76年12月

か らの 異常低温 が 2 月申旬 ま で続 い て い る （第 3 図 ）。

そ の た め、この 両 年 で は概 ね 1 ケ 月近 い 茎 立 ち期 の 差 が
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生 じた が
、 晶種 に よ っ て そ の 差 は 著 し く異 な っ て い る。

　 こ の 理 由を知 るた め、茎 立 ちの 早晩 と出穂期 の 早晩の

相関が 高 い こ と、更 に 出穂 期の 早 晩 が 主 と して 狭義の 早

晩性 お よ び感光性 に 支配 され る こと に 着目 し、茎 立 ちの

早 晩 と狭義 の 早晩性 お よ び感 光性 の 関係 に っ い て 調査 し

た （第 4 図、第 5 図 ）。

　第 4 図 は冬季 の 気 温 が 低 か っ た 1977年 の 結 果 で x 狭義

の 早晩 性 との 関係 が 認 め られ 、 狭義 の 早晩性 が 早 い ほ ど

茎 立 ち も早 い 。

一
方感光性 とは

一．
定 の 関係 が認 め られ な

い 。第 5 図は 2 月の 気 温 が特に 高か っ t　
’
76 年 の 結果 で 、

狭義 の 早晩性 とは一
定の 関係 が み られ な い が 、 感 光性 と

は若干 の 関係 が 認 め られ る よ うに 思 う。

　 こ れ は寒 冷 年 で は低 温 に よ る春化 が 早 く終 わ るた め に

狹義 の 早 晩姓 との 関係 が 強 く現れ 、暖冬年 で は 感温性が
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第 4 図　寒冷年 に お け る茎 立 ちの 早 晩 と狭義 の 早 晩 性 お よ び 感光 性 の 関 係
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第 5 図　暖冬年 に お け る 茎立 ちの 早 晩 と狭義の 早 晩性 お よ び感 光性 の 関係
」ノ

強 く現われ 、 感光性の 低 い 品種が 早 く茎 立 ち した の で は

な い か と考 え られ る 。

　 い ずれ に し て も、茎 立 ち の 早晩は 品種 に よ っ て 冬季 、

特 に 2 〜3 月の 気温 は もとよ り日長 の 作用も大 きく受 け

る が 、詳細 に つ い て は今 後 の 研 究 に 待 ち た い 。

ま　　 と　　め

1．秋播性 が低 く、 比較的早生 の 材料 を 中心 に 茎 立 ちの

皐晩 を検定 した が 、 著 しい 品種聞差 を認 めT 。

2．品 種 に よ っ て は年次 間差 が 大 き い が、これ は冬季 の

気温 と日長 が強 く作用 して い る と考 えられ た 。

3．そ の た め、茎立ちの 早晩の 検定は 冬季の 気温 と 日長

を 考 慮 し た うえ で 、 狭義 の 早晩性あ るい は 感光駐 を加

味 して考 え る必 要が あ る と思 わ れ る 。

4．暖地 に おい て は茎立 ちの 早晩は暖冬年で その 意味が

大きい の で 、 暖冬年 に お け る 茎立 ち の 早 晩 に 特 に 注 意 す

る必要が あ る。
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